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プログラム 

【学習講演】１４時～ 

＜ 講 師 ＞  正木 公子 先生 
社団法人福岡医療団 千鳥橋病院副院長 小児科 

 

【パネルディスカッション】１５時３０分～ 

 

 

 

 

 

 

 

   

北九州セミナー学習企画 第１弾 

講演とパネルデスカッション 

 

 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊会館は駐車場が狭く、当日は午前から他団体の利用があり制限されますので、最寄りの 

公共交通機関でお越し下さい。西鉄バス：小倉駅・八幡駅・黒崎駅から「２２」「４３」 

  ◇終了後、交流会を予定しています。 

    １８時００分～  会費：３，５００円 

日時：３月６日（土） 

１３時３０分開場 

会場：「真鶴会館」４階 

小倉北区真鶴１丁目５番１５号 

TEｌ：０９３－５７１－７８６１ 

１月２９日におこなわれた、現地実行委員会結

成総会は、３０団体と個人で１０８名の参加とい

う過去に例のない参加を得て、大きく動き出しま

した。 

早速、右記の日程で学習会を企画しましたの

で、みんなで誘いあって、さらにたくさんの参加

で、学習会を成功させましょう。 

 

 

 

保育や教育などの現場から、子ども達が

おかれた現状を報告してもらいます。 

そして、現代日本の「貧困」と「働き方・

働かされ方」について考えていきます。 
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第１回運営委員会報告 

次回の運営委員会は、3 月１７日(水)18 時 30 分

～健和会本部6階大会議室 

 

２月１６日(木)１８時３０分から、小倉北区の健

和会本部６階大会議室にて、第１回運営委員会が開

催されました。始めにメンバーの自己紹介をおこな

ったあと、以下の報告と協議をおこないました。 

【報告事項】 

１． 結成総会の総括 

・生の声が聞けて良かった。 

・２０年の歴史で結成総会で１００人も集まっ

たのは初めて。等々 

詳細な総括は、事務局会議で詰めることになり

ました。 

２． 役員体制 

まだ空席があるので、詰めていきたい。 

３． ホームページ、フリーメールの立ち上げ 

ホームページ運営管理担当：香川 

ホームページ掲載事項の管理 

・現地実行委員会関係：現地事務局長(日高) 

・セミナー本部関係：本部事務局長(青木) 

  フリーメールを活用しよう 

実行委員会内「役員」間連絡用に活用するの

で、事務局へアドレスの登録をお願いします。 

４． 本部代表世話人会の報告 

・熊本セミナーの報告 

２０周年のセミナーにふさわしい充実した

内容だった。実人数７３９名 

・２１回目の北九州はさらなる飛躍をしたい。 

・セミナーの名称を夏までには変更したい。 

「人間らしく働くための九州セミナー」 

【協議事項】 

１． セミナーの運動展開と年間スケジュール 

(1) 北九州セミナーで取り組むテーマの柱を設定。

テーマに沿った大枠での全体学習会を重ねなが

ら、参加団体・個人が分野ごとに課題と目標を

見出しながら、調査・研究、学習会、プロジェ

クト活動などに取り組んでいきます。そして、

「予防」「国際基準」の視点でとらえていくこと

を重視していきます。 

【メインテーマ】 

① 「貧困」 

 ヒューマンサービスから見た貧困の実態 

 教育や福祉の現場から見た貧困の実態 

 働く人々と貧困の実態 

 一人親方、自営業などの実態 

 青年に拡がる貧困の実態 

 その他 

② 「長時間労働とメンタルヘルス」 

 各職域における実態と取り組みの課題 

 過労死・過労自死への取り組み 

 労働法制・制度・運動という側面からとら

える取り組み 

 労働の総量規制へのアプローチ 

 その他 

③ 「アスベスト」 

 各職域における課題と取り組み 

 地元における実態の掘り起こし活動 

 救済された人たちの経験交流 

 社会的アピールの具体化 

(2) いくつかの分野における「人間らしく働くため

に」のテーマと取り組みの課題 

① 女性分野 

② 自営業者 

③ 高齢者と労働 

④ 外国人労働者 

⑤ 若者向け冊子の作成 

事務局で検討された、方向性と具体的な計画の提

案は、参加者全員に確認されました。その中で、委

員からの意見・要望として、 

・安全衛生活動の企画がほしい 

・アスベスト問題の資料を整理してパンフ作成を 

・労働災害での休業の基準がほしい 

・夜勤の仮眠を取り上げてほしい 

・深夜労働の実態、働き方を取り上げてほしい 

等々の要望が出され、今後の取り組みに活かしてい

くことになりました。
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北九州現地実行委員会体制 
 
実行委員長     大脇 為常  （財団法人健和会） 
 
副実行委員長    永野 忠幸  （北九州労働者の健康問題連絡会議） 

同上      縄田 浩孝  （自由法曹団福岡県支部北九州ブロック） 
同上      松井 岩美  （福岡県保険医協会） 
同上      礒田 英実  （北九州市職員労働組合） 
同上      服部 末廣  （門司地域労働組合協議会） 
同上      畠山 岳士  （国鉄労働組合北九州地区本部） 
同上      久保 玲   （新聞労連毎日新聞労組西部支部） 
同上      岩下 幸夫  （福岡県商工団体連合会北九州協議会） 
同上      秋吉 透   （八幡製鉄職業病対策協議会） 

 
事務局長      日高 琢二  （健和会労働組合） 
 
事務局次長     重野 幸介  （北九州市職員労働組合） 
  同上      西  弘孝  （国鉄労働組合北九州地区本部） 
  同上      小野瀬 英明 （財団法人健和会） 
  同上      八木 和也  （健和会労働組合） 
  同上      小田 恭司  （北九州地区労働組合総連合） 
  同上      香川 康夫  （北九州労働者の健康問題連絡会議） 
  同上      新屋敷 浩二 （福岡県建設労働組合北九州支部） 
  同上      瀧川 聡   （福岡県医療労働組合連合会） 
  同上      野澤 政治  （新日鉄アスベスト問題を考える会） 
 
 
会計               （健和会労働組合） 
 
会計監査  二団体に要請 
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